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が
、
近
年
、「
榎
本
弥
左
衛
門
之
覚
」
の

記
述
か
ら
、
承
応
四
年
（
１
６
５
５
）
二

月
十
日
～
三
月
二
十
日
の
四
十
日
が
定

説
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
建
設
費
は
三
千
両
と
さ
れ
て
い

る
が
、
内
訳
や
根
拠
は
不
明
。

　

用
水
は
、
主
と
し
て
農
家
の
飲
用
水

と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
田
畑
の
用
水
と

し
て
も
使
わ
れ
、
水
運
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
武
蔵
野
台
地
の
ほ
ぼ
中
央
の
恵
み
の

水
路
と
な
る
。

 

用
水
の
流
路
は
・
・
・

　

多
摩
郡
小
川
村
で
玉
川
上
水
か
ら
分

水
さ
れ
た
用
水
は
、
武
蔵
野
台
地
を
下

り
、
新
座
郡
西
堀
村
（
現
・
新
座
市
西
堀
）

の
東
で
菅
沢
村
（
現
・
新
座
市
菅
沢
）
方

面
に
分
水
さ
れ
て
二
筋
に
分
か
れ
る
。

南
側
の
流
れ
は
さ
ら
に
二
筋
に
わ
か
れ

て
一
筋
は
平
林
寺
境
内
を
通
り
（
通
称
平

林
寺
堀
）、
も
う
一
筋
は
高
崎
藩
の
野
火

止
陣
屋
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
あ
と
、
野

火
止
村
（
現
・
新
座
市
野
火
止
）
の
生
活

用
水
に
利
用
さ
れ
た
。
川
越
街
道
で
平

林
寺
堀
に
合
流
し
た
流
れ
（
通
称
陣
屋
掘
）

の
末
流
は
、宮
戸
村
（
現
・
朝
霞
市
宮
戸
）

の
方
面
へ
と
続
く
。
ま
た
北
側
の
流
れ

（
本
流
）
は
平
林
寺
の
北
側
を
通
り
、
川

越
街
道
を
越
え
て
、
か
つ
て
の
「
舘
村
」

（
現
・
志
木
市
）
に
向
か
う
。

　
「
伊
豆
殿
堀
」
は
、

　
「
野
火
止
用
水
」と
も
い
わ
れ
る
。

　

寛
永
十
六
年
（
１
６
３
９
）
か
ら
寛
文

二
年
（
１
６
６
２
）
ま
で
川
越
城
主
だ
っ
た

松
平
伊
豆
守
信
綱
が
、
自
分
の
領
内
に

水
を
引
く
た
め
玉
川
上
水
を
分
水
し
た
。

こ
の
用
水
は
。
玉
川
上
水
の
三
十
三
も
あ

る
分
水
の
中
で
は
時
期
的
に
最
も
古
く
、

分
水
量
も
多
く
、
天
領
以
外
に
引
か
れ

た
唯
一
の
分
水
で
、
分
水
地
点
の
小
川
村

（
現
小
平
市
）
か
ら
新
河
岸
川
に
落
ち
込
む

ま
で
の
距
離
は
二
十
四
キ
ロ
に
及
ん
た
。

　

用
水
開
削
の
目
的
は
・
・
・

　

正
保
四
年
（
１
６
４
７
）、
野
火
止
を

領
地
と
し
て
願
い
出
た
伊
豆
守
信
綱
は
、

そ
の
翌
年
、
岩
槻
に
あ
っ
た
平
林
寺
を
新

座
に
移
建
す
る
計
画
を
た
て
、
承
応
二

年
（
１
６
５
３
）、
五
十
四
軒
の
農
家
を
野

火
止
に
招
致
・
定
住
さ
せ
た
。
用
水
の

開
削
は
、
移
住
し
て
来
た
農
民
の
定
住

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
林
寺
の
基
礎

を
強
化
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　

玉
川
上
水
を
分
水
す
る

　

す
で
に
信
綱
の
家
臣
、
安
松
金
右
衛

門
が
承
応
三
年
（
１
６
５
４
）、
玉
川
上
水

の
完
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
実
績
が
あ

り
、
松
平
信
綱
が
当
時
老
中
と
い
う
幕

府
の
要
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
、
江
戸

の
市
民
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
玉
川
上

水
を
分
水
で
き
た
、と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
工
期
と
費
用
は
・
・
・

　

安
松
金
右
衛
門
が
工
事
責
任
者
と
な

り
、
工
期
は
従
来
は
三
年
と
さ
れ
て
い
た

　

 

第
六
章
『
野
火
止
の
用
水
』

東
京
の
西
北
数
里
、
野
火
止
と
い
う
所
が
あ
る
。
今
は
埼
玉
県
北
足
立
郡
大
和
田
町
に
属

し
て
い
る
が
、見
渡
す
限
り
、う
ち
続
く
畑
の
間
に
は
森
あ
り
、丘
あ
り
、家
あ
り
、流
れ
あ
り
、

春
は
菜
の
花
、
麦
の
緑
、
秋
は
す
す
き
の
波
、
雑
木
の
紅
葉
、
武
蔵
野
の
面
影
が
今
に
残
っ

て
見
る
か
ら
に
野
趣
に
満
ち
た
眺
め
で
あ
る
。 

昔
こ
の
付
近
一
帯
は
、
彼
の
知
恵
伊
豆
と
い
わ
れ
た
松
平
信
綱
の
領
地
で
、
そ
の
菩
提
寺

平
林
寺
も
こ
の
野
火
止
に
あ
る
。
平
林
寺
の
門
を
く
ぐ
っ
て
薄
暗
い
ば
か
り
に
茂
っ
た
、 

楓

の
下
を
進
む
こ
と
約
二
町
、
本
堂
に
つ
い
て
右
折
す
れ
ぱ
、
杉
や
檜
の
生
い
茂
っ
て
い
る
林

の
奥
に
、
信
綱
の
霊
は
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
敷
石
の
苔
を
踏
ん
で
、
こ
こ
に
詣
で
る
者
は
、

あ
た
り
の
静
け
さ
を
破
っ
て
、玉
の
如
き
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。 

有
名
な
野
火
止
の
用
水
と
は
、
即
ち
こ
れ
で
、
こ
の
水
を
引
く
に
つ
い
て
は
、
お
も
し
ろ
い

話
が
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

元
来
野
火
止
一
帯
は
、
土
地
高
く
、
水
利
に
欠
け
、
土
も
や
せ
、
見
る
か
ら
に
貧
し
い
村

で
あ
っ
た
。
信
綱
が
川
越
城
主
と
し
て
こ
の
地
を
領
し
て
い
た
時
、
代
官
安
松
金
右
衛
門
は
、

新
た
に
堀
を
掘
っ
て
、
玉
川
の
水
を
引
け
ば
、
必
ず
田
畑
が
出
来
る
と
申
し
出
た
。
そ
こ
で

信
綱
が
そ
の
費
用
の
見
積
り
を
尋
ね
る
と
、
三
千
両
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
。
当
時
の
三
千
両

は
非
常
な
大
金
で
あ
る
が
、
信
綱
は
こ
の
た
め
に
、
後
々
の
人
ま
で
利
益
を
う
け
る
事
が
出

来
る
な
ら
ば
、
幸
い
で
あ
る
と
、
直
ち
に
堀
を
掘
る
事
を
安
松
に
命
じ
た
。
安
松
は
命
を
奉

じ
て
数
百
人
の
人
夫
を
督
し
、
い
よ
い
よ
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
う
し
て
今
の
中
央
線
立
川

駅
の
北
方
一
里
ば
か
り
の
所
か
ら
、
こ
の
野
火
止
を
過
ぎ
、
志
木
町
の
新
河
岸
川
ま
で
、
六

里
の
間
に
堀
を
通
じ
て
玉
川
の
水
を
引
く
こ
と
に
し
た
。
工
事
は
や
が
て
見
事
に
落
成
し
た

が
、
し
か
し
意
外
に
も
一
滴
の
水
も
流
れ
て
来
な
い
。
信
綱
は
こ
れ
を
見
て
、
安
松
を
な
じ

る
と
、
安
松
は
と
か
く
明
年
ま
で
の
猶
予
を
願
い
出
た
が
、
翌
年
に
な
っ
て
も
水
が
、
や
は

り
来
な
い
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
信
綱
は
安
松
が
地
勢
の
高
低
を
考
え
ず
に
、
工
事
を
進
め
た

も
の
と
し
て
、
そ
の
手
落
ち
を
責
め
た
が
、
安
松
は
尚
自
分
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
元
来
こ

の
付
近
は
、
土
地
が
乾
き
、
風
が
激
し
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
非
常
に
土
ぼ
こ
り
が
多
く
、

客
の
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
座
敷
を
掃
い
て
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
今
年

は
、
そ
ん
な
事
が
全
く
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
野
菜
の
出
来
の
よ
い
の
も
、
例
年
と
異
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
水
分
が
地
を
う
る
お
し
て
い
る
た
め
で
、
確
か
に
か
の
堀
の
お
陰
に
違
い

な
い
。
何
と
ぞ
更
に
一
年
の
猶
予
を
と
願
い
出
た
。
然
る
に
翌
年
の
夏
、
一
夜
大
雨 

が
降
る

と
、
奔
流
が
水
音
高
く
進
み
来
て
、
た
ち
ま
ち
六
里
の
堀
に
み
な
ぎ
っ
た
。
信
綱
は
始
め
て

安
松
が
自
ら
信
じ
る
事
の
強
い
の
に
感
歎
し
、
か
つ
厚
く
そ
の
功
を
賞 

し
た
と
い
う
。
草
ひ

い
で
木
茂
り
見
渡
す
限
り
豊
か
な
、
田
畑
の
間
を
過
ぎ
て
、
平
林
寺
に
詣
で
る
者
は
、
た
だ

に
春
の
花
や
秋
の
紅
業
を
賞
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
な
お
流
れ
て
つ
き
ぬ
用
水
に
対
し
て
、

当
年
の
苦
心
を
し
の
び
、
功
績
の
あ
っ
た
人
々
に
深
い
感
謝
を
捧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
注　
こ
の
元
に
は
、
新
井
白
石
の
神
書(

随
筆)

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
新
井
白
石
（
一
六
五
七
〜
一
七
二
五
）
は
、江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
で
、徳
川
六
代
、家
宜・ 

　
七
代
、
家
継
将
軍
の
と
き
、
側そ

ば
用よ

う

人に
ん
の
間ま

な
部べ

詮あ
き

房ふ
さ
と
と
も
に
政
治
に
力
を
尽
く
し
た
。

＊
漢
字
仮
名
使
い
、句
読
点
の
一
部
は
、現
代
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

　
大
正
十
五
年

 

高
等
小
学
讀
本

　
　
　

(

巻
一)

文
部
省
の

　
『
国
語
讀
本
』

　
　
　
　
か
ら

多摩川の上流から・・・
　用水の水路

「
伊
豆
殿
堀
」
は

	

　
新
座
、
志
木
・
宗
岡
な
ど
に

	

　
水
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
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「
平
林
寺
境
内
の
用
水
」

　

秋
の
紅
葉
、
夏
の
緑
等
々
の
木
々
に
映
え
て
流
れ

る
用
水
に
対
し
て
、
遠
く
奥
多
摩
の
山
々
よ
り
流
れ

て
き
た
こ
と
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
玉
川
上
水
」

　
多
摩
川
の
急
流
と
別
れ
た
上
水
は
、
緩
や
か

な
流
れ
と
な
っ
て
新
宿
方
面
に
向
か
う
、
途
中

の
小
金
井
付
近
の
上
水
は
水
量
も
豊
富
で
、
春

の
桜
堤
、
夏
の
水
辺
等
名
所
も
多
い
。

　
幕
府
の
管
理
下
に
あ
っ
た
上
水
は
、
明
治
以

降
東
京
の
水
道
局
管
理
と
な
る
。

　
「
新
田
開
発
」

　
野
火
止
用
水
の
開
削
と
平
行
し
て
農
地
の
開
発
が
行
わ
れ
、
そ

こ
に
用
水
を
く
ま
な
く
分
水
し
て
流
し
た
。

　
街
道
を
中
心
に
し
て
各
個
均
等
に
短
冊
型
に
住
居
、
畑
、
雑
木

林
等
が
分
配
さ
れ
た
。

　
「
志
木
駅
付
近
か
ら
、
西
方
を
望
む
」

　
現
在
、
結
婚
式
場
・
宴
会
場
の
「
ベ
ル
セ
ゾ
ン
」
が
建
っ
て
い
る

付
近
で
、
遠
く
川
越
街
道
の
並
木
が
見
え
る
。
当
時
は
、
川
越
街

道
と
志
木
駅
と
の
間
に
は
、
農
家
が
点
在
す
る
の
み
だ
っ
た
。

　
「
用
水
は
農
民
の
宝
水
と
さ
れ
、
用
水
組
合
に
よ
る
清
掃
作
業
も

厳
格
だ
っ
た
。
流
れ
の
分
水
等
に
よ
る
水
争
い
も
起
こ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
」

　
「
測
量
想
像
図
」

　
東
京
都
小
金
井
に
あ
っ
た
資
料
館
に
保
存
さ

れ
て
い
た
絵
。
今
は
そ
の
行
方
が
不
祥
で
あ
る
。

昭
和
28
年
頃
に
撮
影
。

　

夜
間
、
竹
竿
の
先
に
提
灯
を
つ
け
、
そ
の
灯

り
で
土
地
の
高
低
を
測
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　
「
畑
の
中
の
用
水
」

数
本
に
分
水
さ
れ
、
各
集
落
の
農
地
を
巡
っ
て
い
た
。

野
菜
類
の
出
荷
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
用
水

だ
っ
た
。

武
蔵
野
台
地
を
鳥
瞰
す
る
と
・
・
・

扇
状
の
台
地
の

　
　
　
中
央
部
を

青
梅
か
ら
低
地
に
向
か
う

　
　
　
玉
川
上
水
と

　
　
　
野
火
止
用
水

西
か
ら
東
へ

用水路をCGで・・・

昭和二十八年の
       野 火 止 用 水
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「
志
木
市
場
通
り
の
用
水
」

　
大
通
り
の
中
央
を
流
れ
、
石
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。

　
昭
和
40
年
に
用
水
は
暗
渠
と
な
り
、
地
下
は
下
水
路
お
な
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
用
水
の
流
れ
と
、
新
河
岸
川
の
船
便
で
江
戸
と
川
越
が
繋
が
れ
、

そ
の
中
継
地
点
と
し
て
繁
栄
し
た
市
場
商
店
街
は
、
東
武
東
上
線
の
開
通
と
船
便
の

廃
止
に
よ
っ
て
徐
々
に
活
気
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　

水
質
が
劣
化
し
て

　

昭
和
二
十
年
（1945

）、
第
二
次
世
界
大

戦
が
終
結
し
、
生
活
様
式
が
急
激
に
変
化

す
る
と
、
野
火
止
用
水
は
本
来
の
役
割
を

失
い
、
生
活
排
水
が
用
水
に
入
る
よ
う
に
な

る
。
特
に
昭
和
三
十
八
年
こ
ろ
か
ら
、
周
辺

の
宅
地
化
が
進
行
し
た
た
め
水
質
汚
染
が
激

し
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
が
水
不
足
と

な
っ
て
分
水
が
一
時
中
止
さ
れ
、
再
度
通
水

さ
れ
た
が
、
水
質
汚
染
は
改
善
さ
れ
ず
、
昭

和
四
十
八
年
、
東
京
都
の
水
事
情
の
悪
化
の

た
め
、
つ
い
に
玉
川
上
水
か
ら
の
取
水
は
停

止
さ
れ
る
。

　

埼
玉
県
と
新
座
市
は
、
野
火
止
用
水
を
復

活
す
る
事
業
を
策
定
し
た
・
・
・

　

東
京
都
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
九
年
、
高

度
処
理
水
（
下
水
処
理
水
）
を
使
用
し
て
水
流

を
復
活
さ
せ
た
。
そ
こ
で
新
座
市
域
ま
で
の

流
域
は
清
流
が
復
活
し
て
、
住
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　

志
木
市
内
に
入
る
と
姿
を
消
す　

　
し
か
し
、
平
林
寺
の
神
域
を
過
ぎ
る
と
用

水
は
暗
渠
化
さ
れ
、
志
木
市
域
に
入
る
と
、

用
水
の
水
路
は
雨
水
下
水
路
と
な
り
、
往

時
の
景
観
は
市
内
か
ら
全
く
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
。
志
木
市
の
、
現
・
本
町
一
丁
目
、

二
丁
目
辺
り
で
は
、
大
通
り
の
中
央
を
流
れ
、

江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
貴
重
な
歴
史
は
全
面

的
に
消
滅
し
た
。

　

志
木
市
内
の
痕
跡
を
辿
る

　

な
お
、
市
内
に
は
い
く
つ
も
の
分
水
路
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
も
今
で
は
痕
跡
を
留
め

る
だ
け
に
な
っ
た
。

　

幸
い
、N

PO

「
エ
コ
シ
テ
ィ
志
木
」
の
メ
ン

バ
ー
が
、
街
の
中
に
人
知
れ
ず
残
る
用
水
の

跡
を
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
い
る
の
で
、
左
下

の
図
に
よ
っ
て
こ
れ
を
紹
介
す
る
。

　

用
水
は
新
座
市
域
で
東
側
の
分
流
と
本
流

に
分
か
れ
、
西
側
の
本
流
は
、
志
木
市
内
の

入
り
口
で
分
水
、
分
流
は
さ
ら
に
分
岐
し
て

い
た
。

　
［
１
］
東
側
の
慶
應
志
木
高
校
内
の
ル
ー

ト
、
西
側
は
［
２
］
志
木
市
の
『
旧
道
」（
志

木
街
道
）
か
ら
大
通
り
に
入
る
ル
ー
ト
と
、

［
３
］
志
木
駅
南
口
柳
瀬
川
寄
り
の
交
差
点

か
ら
の
分
流
。

　
［
１
］
東
側
の
慶
應
志
木
高
校
内
の
ル
ー
ト

　

東
側
ル
ー
ト
は
新
座
・
朝
霞
境
界
沿
い
の

朝
霞
側
を
流
れ
て
き
た
水
路
が
慶
應
通
り
陸

橋
の
朝
霞
側
地
下
道
の
位
置
で
線
路
を
く
ぐ

り
、
慶
應
高
校
構
内
を
経
て
、
朝
霞･

志
木

境
界
の
谷
津
地
の
朝
霞
側
斜
面
の
中
腹
を
新

河
岸
川
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
途
中
で
分
か
れ

て
、
朝
霞
の
宮
戸
方
面
に
も
流
れ
て
い
た
。

　

今
で
も
慶
應
高
校
の
構
内
に
は
素
掘
り
の

水
路
が
森
の
中
に
残
っ
て
い
る
。

　
［
２
］
中
央
の
志
木
駅
南
口
交
差
点
か
ら

『
志
木
街
道
」
に
入
る
ル
ー
ト

　

本
流
は
、
旧
奥
州
街
道
に
沿
っ
て
市
場
地

区
（
本
町
一
、二
丁
目
）
に
至
り
、
新
河
岸
川

と
交
差
し
て
宗
岡
に
入
っ
た
。

　
［
３
］
本
流
か
ら
西
側
に
分
か
れ
た
分
水
は

直
ぐ
に
二
本
に
分
か
れ
、
直
進
す
る
流
れ
は

愛
宕
通
り
を
西
に
進
み
、
防
衛
道
路
と
の
交

差
点(

大
塚
建
材)

を
過
ぎ
た
所
で
二
手
に
分

か
れ
、
い
ず
れ
も
柳
瀬
川
方
向
の
低
地
に
向

か
っ
て
流
れ
て
い
た
。

　

愛
宕
通
り
か
ら
右
へ
分
か
れ
た
分
水
は
線
路

を
越
え
て
柏
町
の
「
中
道
」
を
進
み
、
氷
川
神

社
裏
手
か
ら
低
地
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
。

　
「
中
道
」
の
片
側
歩
道
や
氷
川
神
社
・
第

二
福
祉
セ
ン
タ
ー
裏
、
住
宅
地
内
の
排
水
路

等
に
名
残
り
を
残
し
て
い
る
。

　

用
水
の
水
車
は
動
力
と
し
て
使
わ
れ
る

　

穀
類
精
製
の
た
め
の
水
車
は
、
高こ
う
く
り

句
麗

の
僧
に
よ
っ
て
、
推
古
天
皇
十
八
年
（610

）

に
初
め
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
粉

食
の
習
慣
の
な
か
っ
た
我
が
国
で
は
余
り

普
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
に
入
り
城
下
町
を
中
心
に
白
米

の
需
要
が
増
大
し
て
く
る
と
、
精
米
の
た

め
に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

享
保
期
（1716

～1736

）
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
や
や
遅
れ
て
玉
川
上
水
の
本
流
、
支

流
に
も
水
車
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
引
又
の
水
車
は
・
・
・

　

後
に
川
岸
の
水
車
・
中
の
水
車
・
上
の

水
車
と
呼
ば
れ
た
各
水
車
は
、
宝
暦
十
二

年
（1762

）・
明
和
七
年
（1770

）・
安
永
五

年
（1776

）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
た
。

＝
新
井
康
一
氏
の
功
績
を
讃
え
る
＝

　
昭
和
二
十
八
年
の
野
火
止
用
水
を
カ
ラ
ー
で

　

左
の
写
真
は
・
・
・

　
「
現
・
慶
応
高
校
の
校
内
を

	

流
れ
る
用
水
」

　

野
火
止
の
中
心
よ
り
朝
霞
寄
り
の

農
地
を
流
れ
て
東
に
下
っ
た
用
水
は
、

現
在
住
宅
展
示
場
に
な
っ
た
地
域
（
か

つ
て
は
雑
木
林
だ
っ
た
）
を
通
過
し
て
、

東
上
線
の
線
路
下
（
現
在
は
地
下
通
路
に

な
っ
て
い
る
）
を
通
っ
て
現
在
の
慶
応
高

校
々
地
内
（
以
前
は
一
面
の
雑
木
林
）
に

入
っ
て
、
清
冽
な
水
が
豊
か
に
流
れ
て

い
た
。

　

新
河
岸
川
の
方
向
に
流
れ
、
現
・

朝
霞
市
内
間
木
の
水
田
に
注
ぐ
。

　

野
火
止
用
水
筋
で
は
引
又
の
水
車
が
首
位
、

玉
川
上
水
筋
全
体
か
ら
見
て
も
引
又
の
水
車
が

上
位
を
占
め
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

① 

こ
の
地
が
宿
場
町
・
市
場
町
・
河
岸
場
と

し
て
米
飯
の
供
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

　

宿
場
町
と
し
て
は
、
奥
州
か
ら
府
中
に
通
じ

る
奥
州
街
道
が
、
同
時
に
中
山
道
か
ら
川
越
街

道
へ
抜
け
る
間
道
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

た
の
で
、
高
崎
藩
主
松
平
右
京
亮
の
江
戸
出
府

往
復
の
際
の
通
過
を
始
め
と
し
て
、
一
般
の
人
馬

の
往
来
も
頻
繁
で
、
こ
れ
ら
の
人
馬
が
こ
の
地
に

休
息
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
引
又
は
河
岸
場
で
も
あ
り
、
遠
く
は
青

梅
・
八
王
子
・
甲
府
辺
り
に
ま
で
及
ぶ
広
大
な

取
引
圏
を
背
後
に
擁
し
て
い
た
し
、
三
と
八
の

つ
く
日
に
は
市
が
立
っ
て
、
周
辺
地
域
か
ら
多

数
の
人
が
交
易
に
集
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の

人
た
ち
に
提
供
す
る
飯
米
用
に
米
を
精
製
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

② 

酒
造
業
が
六
軒
あ
っ
て
原
材
料
と
し
て

の
白
米
の
需
要
が
大
き
か
っ
た
。
河
岸
場
に
近

く
、
出
荷
す
る
の
に
便
利
だ
っ
た
こ
と
と
、
井

戸
水
が
酵
母
の
発
酵
を
促
す
成
分
を
多
量
に

含
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
酒

造
業
が
発
達
し
た
。　
　
⇨
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ

志
木
市
内
に
入
っ
た
用
水
の
流
路
を
探
る

　

新
井
康
一
氏

　

大
正
11
年
志
木
市
本
町
に
生

ま
れ
、浦
商
（
現
浦
和
商
業
高
校
）

に
進
学
。

　

昭
和
18
年
千
代
田
区
北
の
丸

「
近
衛
歩
兵
第
二
連
隊
」
に
入
隊

し
て
皇
居
守
衛
の
任
務
に
就
く
。

終
戦
に
よ
り
復
員
。
昭
和
28
年
初

め
て
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
「
野
火

止
用
水
」
を
撮
影
、
埼
玉
県
ス
ラ

イ
ド
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と
な
る
。

÷・
・
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、各
五
日
）
発
行
。

⇨
前
ペ
ー
ジ
最
下
段
よ
り　

少
な
く
と

も
天
明
年
間
（
1
7
8
4
～
1
7
8
9
）

に
は
造
酒
屋
が
四
軒
あ
っ
た
。
ま
た
、

幕
末
に
は
六
軒
の
業
者
が
年
間
合
計

一
五
六
八
石
も
の
米
を
酒
に
醸
造
す
る

鑑
札
を
持
っ
て
い
た
ほ
ど
で
、
こ
れ
だ

け
大
量
の
米
を
精
製
す
る
た
め
に
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
水
車
の
力
を
借

り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

 

用
水
は
川
を
越
え
て
宗
岡
村
へ　

　

当
初
の
用
水
は
、「
引
又
村
」
の
坂

下
（
現
・
市
場
坂
上
）
で
新
河
岸
川
に
流

れ
込
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
宗
岡
村
を
知

行
し
て
い
た
旗
本
岡
部
氏
の
家
臣
白
井

武
左
衛
門
は
、
か
ね
が
ね
、
宗
岡
村
が

用
水
に
乏
し
い
こ
と
を
憂
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
用
水
の
末
流
を
、
対
岸

の
宗
岡
村
ま
で
延
長
し
よ
う
と
い
う
計

画
を
立
案
し
た
。

　

宗
岡
村
の
う
ち
、
上
宗
岡
と
下
宗
岡

を
知
行
し
て
い
た
の
は
岡
部
氏
だ
が
、

一
方
、
引
又
の
対
岸
に
あ
た
る
中
宗
岡

は
、
用
水
の
開
設
者
で
あ
る
川
越
城
主

松
平
信
綱
の
領
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

そ
こ
で
武
左
衛
門
は
、
主
君
岡
部
氏
を

通
し
て
信
綱
に
願
い
出
て
許
可
を
得
て

工
事
に
取
り
掛
っ
た
。
信
綱
に
願
い
出

て
許
可
を
得
て
工
事
に
取
り
掛
っ
た
。

　

二
つ
の
升
を
設
け
て
水
を
高
所

に
・
・
・

　

宗
岡
村
ま
で
用
水
を
引
く
た
め
に

は
、
そ
の
間
を
流
れ
る
新
河
岸
川
を
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

引
又
側
で
は
、
坂
上
か
ら
坂
下
ま
で
を

埋う
め
ど
い樋
と
し
、
こ
れ
に
用
水
の
水
を
通

し
、
川
の
畔
で
一
次
的
に
地
上
で
貯
め

る
。
こ
の
水
を
、
新
た
に
掛
け
た
樋
へ

と
登
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
。

埋
樋
の
長
さ
は
五
八
間
・
幅
二
尺
で
、

こ
の
間
に
二
つ
の
高た
か
ま
す升

を
設
置
し
た
の

は
、
な
ん
と
埋
樋
の
水
を
高
所
に
登
ら

せ
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た
。

 

す
な
わ
ち
、
坂
上
に
設
け
た
小こ

升ま
す

に
一

旦
水
を
溜
め
て
、
こ
れ
を
河
岸
近
く
に

設
け
た
大お
お

升ま
す

に
送
る
と
、
埋
樋
に
よ
っ

て
坂
を
落
下
し
た
水
は
、
大
升
の
脚
部

の
口
か
ら
流
れ
込
ん
で
升
を
満
た
し
、

反
対
側
上
部
の
口
か
ら
激
し
く
流
れ
落

ち
、
掛
樋
へ
と
送
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
い
ろ
は
樋
」
は
名
所
と
な
る

　

大
枡
か
ら
勢
い
よ
く
流
れ
て
き
た
流

水
を
上
向
き
の
筧
（「
登
り
竜
」
と
い
わ
れ

れ
る
）
に
登
ら
せ
て
新
河
岸
川
を
越
え

 

百
科
事
典
は

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
    intenet/online　

　
　
　
　

　
　
　
　

encyclopedia

　

画
面
上
で
文
書
を
検
索
し
、
ウ
ェ
ブ
上

の
他
の
情
報
源
（
リ
ソ
ー
ス
）
に
直
接
リ
ン

ク
で
き
る
こ
と
（
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
基
盤
と
し

て
）、
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
が
あ
っ
て
、
配

本
コ
ス
ト
が
不
要
な
こ
と
、
な
ど
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
百
科
事
典
は
、

か
つ
て
の
分
厚
い
百
科
事
典
の
利
用
を
過

去
の
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
コ
ト
バ
ン
ク
」
は
・
・
・

　

kotobank

（
コ
ト
バ
ン
ク
）
は
朝
日
新

聞
社
が
主
体
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百
科
事
典
で
、
そ
の
特
色

は
、
新
聞
社
が
提
供

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と

し
て
、
報
道
記
事
中

の
用
語
解
説
が
強
化

さ
れ
、
朝
日
新
聞
サ

イ
ト
掲
載
記
事
に
も

リ
ン
ク
す
る
。

　

2009

年
4
月
、
正
式
に
発
足
し
た
時

に
は
、
同
社
と
講
談
社
、
小
学
館
、
朝

日
新
聞
出
版
の
各
社
が
提
供
す
る
も
の

を
核
と
し
て
、
44
の
辞
書
・
事
典
の
計

43
万
項
目
を
網
羅
し
た
。

　

用
語
の
横
断
検
索
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
公
開
さ
れ
た
の
で
、
百
科
事
典
か

ら
、
人
名
辞
典
、
国
語
・
英
和
・
和
英

辞
典
、
現
代
用
語
辞
典
や
専
門
用
語
集

な
ど
の
内
容
が
検
索
で
き
、
情
報
は
随

時
更
新
さ
れ
、
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
「
コ
ト
バ
ン
ク
」
は
、
基
盤
を
成
す
情

報
源
が
、
選
ば
れ
た
執
筆
者
、
こ
れ
を

審
査
・
編
集
す
る
段
階
を
経
て
い
る
の
で
、

用
語
解
説
の
信
頼
性
が
高
く
、
次
項
に

紹
介
す
る 

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
と
は

差
別
さ
れ
る
。

　

日
本
語
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百
科
事

典
と
し
て

　

ATO
M
ICA

は
、
高
度
情
報
科
学
技

術
研
究
機
構
（RIST

）
が
、
専
門
家
に

執
筆
を
依
頼
し
て
運
営
さ
れ
る
。
ま
た
、

W
eblio

は
、
ウ
ェ
ブ
リ
オ
株
式
会
社

に
よ
っ
て
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
日
本
語
の
電
子
辞
典
と
し

て
利
用
で
き
る
の
は
、Yahoo!

百
科

事
典
（
ベ
ー
タ
版
）、
ソ
ー
ス
は
、
日
本

大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）、
参
加
型

で
は
、ニ
コ
ニ
コ
大
百
科
、は
て
な
キ
ー

ワ
ー
ド
、
エ
ン
ペ
デ
ィ
ア
、
な
ど
が
知

ら
れ
る
。

　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
は
・
・
・

　

ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
財
団
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
、多
言
語
参
加
型
（
資
格
は
不
要
）。

　
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
は
、
執
筆
、

審
査
、
編
集
を
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
恣
意
に
任
せ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て

構
築
さ
れ
、
国
際
的
な
規
模
で
急
激
に

成
長
し
た
。
ト
ッ
プ
の
地
位
を
占
め
、

世
界
で
最
大
の
規
模
の
電
子
百
科
と
し

て
、
今
で
は
情
報
検
索
に
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

  

日
本
語
で
書
か
れ
た
項
目
は
、
日
本

の
知
識
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
寄
与

し
た
に
違
い
な
い
が
、
蓄
積
さ
れ
た
情

報
量
は
、
日
増
し
に
充
実
し
て
、
す
で

に
膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
問
題
と
さ
れ
る
欠
点
は
、

審
査
・
編
集
者
の
責
任
態
勢
の
欠
如
が
、

し
ば
し
ば
用
語
解
説
の
信
頼
性
へ
の
不
安

感
と
な
っ
て
い
て
、
信
憑
性
を
確
認
す
る

対
策
は
、
最
終
的
に
は
、
す
べ
て
利
用
者

に
一
任
さ
れ
て
い
る
。

　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
あ
ら
ま
し

　

英
語
で W

ikipedia

は
、
ウ
ィ
キ
メ

デ
ィ
ア
財
団
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
百
科
事
典
。
コ
ピ
ー
レ
フ
ト
（
著
作
権

を
保
持
し
た
ま
ま
、
二
次
的
著
作
物
も
含
め
て
、

す
べ
て
の
者
が
著
作
物
を
利
用
・
再
配
布
・
改

変
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
）
な

ラ
イ
セ
ン
ス
の
も
と
で
、
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
が
可
能
な
、
誰
も
が
無
料
で
自
由

に
編
集
に
参
加
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、

世
界
の
各
言
語
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

W
ikipedia

と
い
う
名
前
は
、
ウ
ェ

ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
編
集

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ウ
ィ
キ
（W

iki

）」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
「
百
科

事
典
」（
英: Encyclopedia

）
に
由
来

す
る
造
語
と
い
う
。
設
立
者
の
一
人
で

あ
る
ラ
リ
ー
・
サ
ン
ガ
ー
に
よ
り
命
名

さ
れ
た
。

　

使
用
言
語
は291

言
語

　

項
目
数
は
全
言
語
総
計
が 2016

年

2
月
11
日
現
在
で
、38,645,599

　

日
本
語
版 1,009,791

運
営
元
はウ

ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
財
団

資
金
：
寄
付
、
非
営
利
。

設
立
：2001

年
1
月
15
日
（
英
語
版
）

設
立
者
：ジ

ミ
ー
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ

ラ
リ
ー
・
サ
ン
ガ
ー

Wikipediaのロゴマーク

  2007

年
、
京
都
に
て

 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
創
始
者
の

一
人
。
愛
称
は
ジ
ン
ボ
。1966

年
生
ま
れ
、
現
在
ア
メ
リ
カ
の
フ

ロ
リ
ダ
州
に
在
住
。

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
活
動

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報

道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

 TEL　

090

（3048

）5502
 　

　
　

編
集
部
原
宛
に
ど
う
ぞ

左
は
、
明
治
三
十
何
年
か
の
写
真

る
。
こ
の
時
の
水
路
橋
の
柱
は
四
十
八

本
あ
っ
た
た
め
、
伊
呂
波
四
十
八
文
字

に
因
ん
で
「
い
ろ
は
樋
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

川
を
跨
ぐ
こ
の
巨
大
な
樋
の
姿
は
、

や
が
て
有
名
に
な
っ
て
、
多
く
の
紀
行

文
や
地
誌
な
ど
に
描
か
れ
た
。

    

い
ろ
は
樋
絵
図

　

天
保
十
五
年(1844)　

内
田
太
郎
家
蔵

　

い
ろ
は
樋
の
各
箇
所
の
寸
法
や
作
動
、
樋

の
作
成
の
経
緯
な
ど
が
随
所
に
記
さ
れ
、
い

ろ
は
樋
の
往
時
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料

（『
志
木
市
史
（
近
世
資
料
編
三
）』）。

　

左
図
に
示
す
の
は
・
・
・　

江
戸
名
所
図づ

会え

は
、
斎
藤
月
岑
が
、
江

戸
時
代
後
期
の
天
保
年
間
に
で
刊
行
し

た
江
戸
と
近
郊
の
地
誌
紀
行
図
鑑
で
、

鳥
瞰
図
を
用
い
て
描
か
れ
た
（
七
巻
二
十

冊
）。「
い
ろ
は
樋
」
を
望
む
鳥
瞰
図
も

そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
直
後
に
、
木

樋
は
鉄
管
に
取
り
替
え
ら
れ
た
。

　

現
在
、「
郷
土
資
料
館
」
敷
地
内
や
、「
い

ろ
は
橋
」
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る
配
管
や
、

市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
、
煉
瓦
造
り

の
大
桝
は
、
す
べ
て
鉄
管
時
代
の
も
の
。


